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諸課題の解決に向け、要望活動を展開！

栗山町長　佐々木　学
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【行事】

【今月の主な動向】※変更となる場合があります。

9 月 1 日㈭
農業振興公社辞令交付
第 1 回総合計画審議会

9 月 3 日㈯
サケの見える化プロジェクト
稚魚のふるさとクリーン大作戦

9 月 4 日㈰ 栗山町総合防災訓練
9 月 6 日㈫
～ 16 日㈮ 議会定例会 9 月定例会議

9 月 7 日㈬
議会全員協議会
北海道ボールパーク圏域連携勉強会

9 月 10 日㈯ 知事政経セミナー
9 月 12 日㈪
～ 15 日㈭

令和 3 年度各会計決算審査
特別委員会

9 月 15 日㈭ 議会一般会議
9 月 29 日㈭
～ 30 日㈮

東京出張（第 26 回北海道産
直フェア）くりやま移住促進協議会交流会に参加

中国人殉難者供養会に参加

くりやま景観フォトコン表彰式の様子

道教委に栗山高校の 2 間口維持を要望

総務省に日赤病院改築事業の財源確保を要望

国土交通省に国道 234 号整備促進を要望

　町民の皆さん、こんにちは。
   残暑も和らぎ、爽やかな秋風を感じる季
節となりましたが、いかがお過ごしでしょ
うか。

　8 月に入り、町が抱える諸課題の解決に
向け、陳情要望活動を展開しました。
　8 月 1 日から東京に出張し、まず国土
交通省北海道局を訪問し、長年の懸案事
項である「国道 234 号の 4 車線化・バイパ
ス整備」「夕張川河川改修・長沼頭首工へ
の魚道設置」について要望を行いました。
　なお、国道 234 号については、本年度
の北海道開発予算に将来的な４車線化へ
の足掛かりとなる、危険交差点１カ所の
拡幅改良工事費が計上されたところであ
り、引き続き、４車線化等の早期実現に
向けた要望を展開してまいります。
　また、総務省自治財政局を訪問し、令
和 7 年 7 月の新病院開院を目指す「栗山赤
十字病院改築事業」の財源となる過疎対策
事業債の確保について要望を行いました。
　現在、基本設計・実施設計を行っており、
令和 5 年 8 月に工事着手し、3 年間をか
けて整備を進める予定です。計画通り事
業が進められるよう、必要な財源確保に
向けた要望を行ってまいります。

　8 月 23 日には、北海道教育委員会の倉
本博史教育長に「栗山高校の募集間口維持

（2 間口の堅持）」について要望を行いました。
　今年の栗山高校の入学者数は、地元か
らの入学者が減となったことなどが影響
し、25 名にとどまり、募集間口 2 学級に
対し、1 学級編制となりました。

　要望では、令和５年度以降、町内の中
学校卒業予定者は、一時的に減少する年
度があるものの、「令和 10 年度までは 80
名～ 90 名前後の生徒数となる見通し」で
あること、また、介護福祉学校と連携し、
介護分野での中核的人材養成に向けた

「高・専一貫教育プログラム開発事業」に
取り組むこと、さらに、官民協働により
取組を進めている「女子硬式野球部活動」
を通じ、志願者確保に向け、地元として
新たな生徒確保対策を講じていることな
どをご説明し、現行の２間口維持につい
て要望を行いました。
　今月予定されている北海道教育委員会
の高等学校配置計画決定時に、来年４月
の募集学級数が示さることになっていま
すが、町内唯一の高校を維持・存続させ
ることは、すべての町民の願いであり、
何としても、２学級に必要な生徒数の確
保を実現してまいりたいと思います。
　
　さて、本町の秋の風物詩であり、多く
の町民の皆さんが楽しみにしている「栗山
秋まつり」が近づいてきました。
　現在、栗山天満宮や露天商組合など関
係者の皆さんと、詰めの協議を行ってい
ます。
　感染リスクを回避する様々な工夫を凝
らしながら、３年ぶりとなる「栗山秋まつ
り」を開催いたますので、町民の皆さんの
ご理解とご協力をよろしくお願いします。
　
　現在、全国的に第７波となる新型コロ
ナの感染拡大が続き、本町でもこれまで
にない感染拡大に直面しています。
　今一度、基本的な感染防止対策を徹底
するとともに、ワクチン未接種の方は、
積極的な接種をご検討くださいますよう、
お願いいたします。
　町民の皆さん、一致協力して、この厳
しい状況を乗り切っていきましょう。

JA そらち南農産物即売会を訪問

齊藤義祟町議会議員

姉妹都市宮城県角田市の
牛澤順副市長

（株）木の城たいせつの
吉村直巳社長

岸真紀子参議院議員

渡邊孝一衆議院議員

わらべや日洋ホールディング
ス（株）の辻英男社長

夏の甲子園大会に出場した
吉田匠真さん

ソトコト・プラネットの
指出一正代表取締役

【来客】

Kuriyama town
7 月 16 日～ 8 月 15 日届出

戸籍のまど ご厚意

人のうごき
※7月31日現在、（　）内は前月比です。

人　口　　11,176人　
　男　　 5,201人
    女　   5,975人　
世帯数　　  5,798世帯

（－15）
（－6）
（－9）
（ー6）

令和 4（2022）年度令和 4（2022）年度
栗山町ふるさと応援寄附金栗山町ふるさと応援寄附金
令和 4 年 4 月 1 日から令和 4 年 7 月 31 日までの総数　6,600 件

81,745,00081,745,000 円円
【問い合わせ】【問い合わせ】

　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502

泉徳苑・一草庵へ

　物　品　
カインドネスシオミ薬品（松風 3）

空知花き生産組合コポロの会

（敬称略）

町へ
金　品

（総務寄附金） 篠田　千代美さん（杵臼）

社会福祉協議会へ

金一封 吉田　礼子さん・子 3 名（中央 3）

住所 氏名 年齢 月日 世帯主
継 立 寺嶋　孝敏 82 7/16 本人
南学田 千葉　重夫 91 7/17 本人
湯 地 田中　誠一 63 7/25 本人
富 士 池川テル子 86 7/29 本人
朝日 3 伊藤　ミツ 98 8/1 本人
桜丘 2 河野　鐵雄 86 8/6 本人
中 里 大槻　竹夫 88 8/6 本人

住所 氏名 月日 保護者名
松風 3 齋藤　暖

はるた

太 7/12 拓弥・亜佐美
雨煙別 背戸　葵

きいち

一 7/14 厚志・千晶
松風 2 大竹　奏

かなた

多 7/22 拓郎・夏実

おめでた

おくやみ （敬称略）
くりのさとへ

金一封 千葉　周作さん（南学田）

物　品 日原　和夫さん（朝日 4）

― お詫び ―
広報くりやま８月号の内容に一部誤り
がありました。お詫びして訂正いたし
ます。

16 ページ
【誤】　ロイテ調剤薬局　☎ 72-5222
【正】　ロイテ調剤薬局　☎ 73-5222

35 ページ
【誤】　人のうごき　女　5,990 人
【正】　人のうごき　女　5,984 人
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